
 

海
外
市
場 

お
茶
人
気 

輸
出
大
チ
ャ
ン
ス 

 

仁
淀
川
流
域
に
あ
る
茶
業
試
験
場
を
訪
ね
ま
し
た
。 

高
知
の
お
茶
の
生
産
現
場
は
多
く
が
急
傾
斜
地
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
労
働
力
不
足
を
生
ん
で
い
ま
す
。 

高
齢
化
は
第
一
次
産
業
の
中
で
最
も
進
ん
で
い
ま
し
た
。 

年
齢
構
成
で
は
３
０
代
１
％
、
４
０
代
３
％
、
５
０
代
１
０
％
、

６
０
代
２
４
％
、
７
０
代
４
３
％
、
８
０
代
以
上
が
１
９
％
で

す
。
６
０
代
以
上
は
全
体
の
８
６
％
を
占
め
ま
す
。 

試
験
場
で
は
有
機
栽
培
の
技
術
開
発
を
進
め
て
い
ま
し
た
。 

今
、
お
茶
は
海
外
市
場
で
成
長
し
て
お
り
、
特
に
有
機
の
お

茶
が
人
気
、
販
売
先
の
主
流
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

試
験
場
と
し
て
も
生
産
者
の
所
得
向
上
の
為
に
、
有
機
へ
の

転
換
や
生
姜
、
ゆ
ず
、
そ
ば
、
カ
モ
ミ
ー
ル
な
ど
地
元
農
産
物

と
ブ
レ
ン
ド
し
た
フ
レ
ー
バ
ー
テ
ィ
ー
の
開
発
も
し
て
い
ま

す
。
生
産
だ
け
で
な
く
、
加
工
、
販
売
ま
で
考
え
た
取
り
組
み

は
集
落
に
新
し
い
仕
事
、
収
入
を
生
む
と
期
待
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仁
淀
川
町
・
林
業
現
場 

移
動
ト
イ
レ
カ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女
性
の
林
業
労
働
者
を
支
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
為
に
町
独
自
に
ト
イ
レ
カ
ー 

を
林
業
会
社
に
レ
ン
タ
ル
し 

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
人
手 

不
足
の
中
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
、

重
要
だ
と
言
い
ま
す
。
航
空
レ
ー
ダ
ー
で
伐
採
前
の
山
の
地
形

や
林
道
の
把
握
な
ど
が
で
き
る
様
に
な
り
、
企
業
の
代
表
は
「
４

日
か
か
る
仕
事
が
１
日
で
済
む
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。 

一
方
で
機
械
化
に
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
例
え
ば
木
を
倒

し
、
枝
を
切
り
寸
法
を
測
っ
て
切
り
出
す
作
業
を
一
台
で
こ
な

す
機
械
（
ハ
ー
ベ
ス
タ
）
は
数
千
万
円
。
行
政
の
支
援
が
な
い

と
進
ま
な
い
の
が
現
実
で
す
。 

農
林
業
の
共
通
点
は
、
専
業
の
暮
ら
し
が
厳
し
い
と
い
う
事

で
す
。「
兼
業
支
援
」
で
産
業
や
集
落
を
守
る
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
県
の
役
割
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 
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－ －

お元気ですか 
 

 

 紫陽花が咲く道を地域の癒し犬“さくら”が歩く。 

すれ違う住民達は我が事に思い、老犬さくらを心配し

「がんばれよ」と声をかける。温かさと笑顔をもらう。 

一方、テレビでは自民・公明のトップが笑顔で握手し

ているが、これは裏金問題の幕引きを企てる笑顔なのだ。 

組織的に作った裏金で脱税や税金の還付まで行ってい

たが、自公維新が合意した政治資金規正法案は、裏金の

最大の原因である企業・団体献金を禁止しないと言う。 

今、国民は出口の見えない円安と物価高騰の中で苦し

んでいる、怒りは大きい。国がやるべきは経済を動かす

お金の６割の生活消費に繋がる賃上げと正規化を急ぐ時

と思うが、中小事業者や労働者をまともに支えず、増税

を繰り返している。それどころか税金でせっせと武器を

つくり輸出する。札幌市では防衛省自衛隊が自衛官募集

のパンフレットを子ども食堂で配布し勧誘していた。 

中村哲さんの国会での参考人質疑の言葉を思いだす。

自衛隊の海外派兵の是非を問われ「有害無益」と 

大臣を前に発言したが、生きる事を助ける政治を。 

おたまじゃくし

無料 生活・法律相談会 

６月１６日 午前 10時～12時 
新屋敷事務所 皿田幸憲・弁護士 

６月１９日 午後 18時～20時 
 あぞの事務所 南拓人・弁護士 
＊あぞの予約先：０９０－１１７１－４１５６ 

委員会視察  農業・林業振興センター、畜産・茶業試験場、魚の養殖加工 

「半農半 X」 兼業も支え集落を維持する仕組みづくりを 
  

 

住
民
＝
「
地
元
意
見
を
聞
い
て
欲
し
い
」 

 

廃
止
案
は
一
旦
、
見
直
す
べ
き 

 

と
さ
で
ん
交
通
は
１
０
月
に
も
市
の
バ
ス
路

線
の
一
部
を
廃
止
す
る
案
を
示
し
ま
し
た
。 

一
宮
ト
ー
メ
ン
団
地
や
高
知
駅
前
か
ら
愛
宕

商
店
街
区
間
が
含
ま
れ
ま
す
。 

 

バ
ス
が
無
く
な
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
買
い
物
や
通

院
に
困
る
と
、
関
係
住
民
は
訴
え
て
い
ま
す
。 

交
通
は
生
活
の
権
利
で
す
。
代
替
え
案
と
し
て

ル
ー
ト
変
更
や
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
な
ど
の
可
能
性

を
住
民
と
共
に
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
１
０
０
％

税
金
出
資
の
会
社
で
あ
る

以
上
、
公
共
性
を
尊
重
し
て

ほ
し
い
で
す
。 

一宮・愛宕 バス路線廃止問題 

生活できる新しい公共交通とは 


